
考えよう！ごみの減量化連載
第22回

■問い合わせ先　建設環境課環境係　（48）1111（内1211・1212）

～減らしましょう生ごみ～
生ごみ堆肥化装置の購入費を補助します

■キエーロの大きさ
　幅約90センチ　高さ約50センチ　奥行約50センチ
■価格
　1万5,000円程度（詳細は販売事業所に問い合わせてください）
■キエーロは、下記の事業所で販売しています。
　▽　メビコラボ  阿久比町大字卯坂字小谷101　（47）0940
　▽　阿久比町立もちの木園　　阿久比町大字卯坂字下同志鐘40-3　（48）3885
　▽　ワークハウス　ビバーチェ　　阿久比町大字福住字脇31-9　（48）8770

【お知らせ】　旧ごみ袋の交換は令和４年３月３１日で終了しました。

　家庭の台所などから排出される生ごみの自家処理を推進し、ごみの減量化と有効利用を図るため、町内在住の
方を対象に生ごみ堆肥化装置購入費の補助を行っています。今年度から『キエーロ』も補助対象に加えました。

■補助対象　生ごみ堆肥化装置（EM容器・コンポスト容器・処理機・キエーロ）が補助の対象で
す。1世帯につき容器は2基まで、生ごみ処理機とキエーロは1基まで。過去に補助金を受けた
世帯も一定の条件の下、再度補助を受けて買い替えすることができます。
■補助金の額　容器・処理機は購入金額の2分の1。キエーロは購入金額の3分の2。ただし、容
器については6,000円、処理機については2万円、キエーロについては1万円を限度とします。
■申請方法　建設環境課環境係窓口で補助金交付申請書を受け取り、領収書と町における税
の滞納がないことを証明する書類（完納証明等）を添付して申請してください。

令和3年度　1人1日当たりの生活系収集ごみの量
目標達成まで　42.6グラムの減量が必要です。
引き続き正確な分別とリサイクルを心掛け、ごみの減量に
ご協力をお願いします。

1月30日現在 496.2グラム

町の目標 453.6グラム

▼埋める前 ▼埋めて数日経過した後
《キエーロの分解の様子》『キエーロ』とは

▲キエーロ

　木製の箱(枠)の中に黒土を入れた
もの。電気・薬剤・特別な機械などは必
要ありません。土の中の微生物(バク
テリア)が、太陽・水・風などの自然の
力を利用して生ごみを分解・消滅させ
ます。

　食べ残したシイタケ・柿の皮・野菜などを土の中に埋めまし
た。分解が進み、数日後には小さくなっています。この先更に分
解が進み、だんだん小さくなって形が無くなっていきます。　
※分解に適さないものもあります。
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